
 

第５学年 社会科 『我が国の⼯業⽣産』  

⼯業⽣産を⽀える貿易と運輸 

〜エネルギー資源の安定確保の⼯夫〜 

 
■内  容 
 ・単元の指導計画 p2〜 
 ・調べる場⾯での学習指導案（１時間）p3〜 
 
■特  徴 
 ・グラフや地図などの資料読み取り中⼼の授業から、具体性のある授業に移
  ⾏することができる 
 ・貿易と運輸に関わる⼈々の⼯夫など、具体的な例を通して、興味・関⼼を
  引き出す授業展開をすることができる 
 
この学習指導案等は、一般社団法⼈ 日本ガス協会 による提供のものです。 
関連する「板書計画」、「資料映像」、その他の「提⽰／配布資料案」などの
詳細は、以下の Web サイトをご覧ください。 
 
 【 日本ガス協会 エネルギー授業教育⽀援活動 】   
  https://www.gas.or.jp/kyoiku/          

 

https://www.gas.or.jp/kyoiku/


５ 年単元「 工業生産を 支える 貿易と 運輸」
－エネルギー資源の安定確保の工夫－

身の回り の製品や工業製品の生産に必要な原材料を調べる。（ １時間）

＊私たちの身の回り には、外国から輸入さ れたものが多い。

わが国の貿易や運輸はどのよう な役割を果たしているのだろう か。

・ ここでは、３ 年の工場の仕事の学習で学んだ「 工場では原材料を仕入

れ、製品にして販売している」こと を思い起こさ せる。

 

わが国が輸入し ている主なも のを調べ、分類し たり 地図にまと めたりし

て輸入の特色や傾向性を考える。（ １時間）

＊燃料や原料のほか、多く の工業製品を世界各国から輸入している。

エネルギー資源としての石油や天然ガスなどの燃料（ 原料） に着目し て、

それら の主な輸入相手国や船での輸送方法を調べ、さ まざまな工夫をし

て確保していること を理解する。（ １時間…本時）

＊国民生活や産業の発展に必要な石油や天然ガスを安定的に確保す

るためにさ まざまな工夫をしている。

Ａプラン…石油と 天然ガスを対象に調べる学習

Ｂプラン…天然ガスに焦点を当てて調べる学習

わが国が輸出し ている主なものを調べ、分類し たり 世界地図にまと めた

りして、輸出の特色や傾向を考える。（ １時間）

＊アメ リカや中国、オースト ラリアなどへの輸出が多い。輸出品は自動

車など機械類が多い。

輸出入品の輸送には、どのよう な手段が使われているかを調べる。

（ １時間）

＊船舶のほか、飛行機が使われているが、それぞれにメリット と デメリ

ット がある。

＊国内では、ト ラックや貨物列車によって運ばれている。 

調べたこと をもと に、わが国の貿易や運輸の役割についてまと める。

（ １時間）

＊わが国の国民生活や工業生産は貿易や運輸の働きによって支えられ

ている

＊輸出品の輸送には、船や飛行機など運輸業が重要な役割を果たして

いる。

貿易をめぐる課題に着目して、こ れから のわが国の貿易のあり 方につい

て考える。（ １時間）

＊貿易ができなく なると 、その国と のつながり が切れてしまい、わが国

の人々の暮らしや産業活動が止まってしまう 。さ まざまな国々とト ラ

ブルや貿易まさ つを起きないよう にすること が大切である。

資料「 わが国の主な輸入品の相手国」

資料「 主な輸入品の取り 扱い額の割合」など

資料「 エネルギー資源（ 石油・ 天然ガス） の輸

入量の割合」

資料「 石油を 運ぶタ ンカ ー」「 天然ガスを 運

ぶタンカー（ LN Gタンカー） 」「 石油や天然ガ

スを運ぶ人々の工夫」など 

資料「 わが国の主な輸出相手国」

資料「 主な輸出品の取り 扱い額の割合の変

化」
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・

・

・

・
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１　 本学習プランの趣旨

本単元は、学習指導要領の５ 年「 内容」 ( 3 ) のう ち 、「 わが国の貿易や運輸は、原材料の確保や製品の販売な

どにおいて、工業生産を 支える 重要な役割を 果たし ているこ と を 理解するこ と 」 に対応し ている 。

わが国のエネルギー資源の自給率はわずか９ ．５ ％（ ２０１７ 年） に過ぎず、外国と の良好な関係なく し て、わ

が国の国民生活や工業生産は成立し ない。わが国のエネルギー事情を 知るこ と は、エネルギー教育の重要な

指導内容であると 考える 。

本時（ ３ ／７ 時間扱い） は、石油や天然ガスの輸入に焦点を 当て、そのほと んどを 外国に頼っ ているこ と や安

定的に輸入する ためにさ まざまな工夫をし ていること を 理解さ せるこ と を ねら いにし ている。

２ 　 単元（ ７ 時間扱い） の展開例

( 1 )

( 2 )

( 3 )  
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注）ここでは、原油を石油と 表記する。

主な学習活動・ 内容（ ＊） 資料



「 エネルギー資源の輸入に見る 工夫」 の
授業展開案（ ３ ／７ 時間扱い）

注）ここでは原油、を石油と 表記する。

主な発問・ 指示／予想さ れる子ども の反応 主な資料 指導上の留意事項

 Ａ プラン（ 石油と 天然ガスを 対象に調べる指導プラン）

石油や天然ガスの主な輸入相手国や輸送方法を 調べ、安定的に輸入し 確保する ためにさ まざまな工夫を

し ているこ と を 理解するこ と ができ る 。

１ ねら い

２  展　 開

石油や天然ガスの輸入量の割合はどう なっていますか

・ 石油の輸入量は９９ ．７ ％、天然ガスは９７ ．5 ％

・ ほとんどを外国からの輸入に頼っている。

石油や天然ガスの主な輸入相手国はどこですか。

・ 石油は、サウジアラビアやアラブ首長国連邦、カタ ー

ルなど。

・ 天然ガスはオースト ラリア、マレーシア、カタ ール、ロ

シアなど。

石油と 天然ガスの主な輸入相手国を調べてどのよう な

こと に気がつきましたか。

・ 石油の輸入相手国は中東に集まっているが、天然ガ

スは各地に散らばっている。

・ 輸入相手国が散ら ばっているのは、いろいろな国で

産出さ れているからではないか。

課題「 石油や天然ガスは、日本までどのよう に運ばれてく るのだろう か。」

石油や天然ガスはどのよう に運ばれてきますか。

石油や天然ガスを 船で運んでいる 人は、どのよう な工

夫をしているのでしょう か。

・ 安全に運ぶため気象情報などを収集して、２４ 時間体

制で働いている。

・ 石油や天然ガスが日本で不足し ないよう に、働いて

る複数の船で計画的に運んでいる。

・ 万一の時に備えて、余裕をもって輸送し、国内にため

ている。

こ れまで調べたこと をもと に、石油や天然ガス（ エネル

ギー資源） の輸入について、どのよう な工夫をし ている

かをまと めましょう 。

（ まと めの例）

石油や天然ガスは、ほと んどを外国からの輸入に頼って

いる。安定して確保するために専用の船で安全に、計画

的に輸送している。

①

②

③

④

⑤

⑥

・ 石油タンカー

・ タ ンカ ーは漏れにく い

仕組みになっている。

＊安全に運んでいる

・ＬＮＧタンカー

・ マイナス１６２ ℃まで冷やし て、液

体にすること で体積を小さ く して

いる。

 ＊一度に大量に運んでいる

【 石　 油】 【 天然ガス】

・ ワークシート は指導時間を考慮し

て適宜活用する。

・ 石油や天然ガスなどエネルギー

資源の国内自給率はわずか９ ．５

％（ ２０１７ 年） であること を知ら

せる。

・ 石油と 天然ガスの輸入相手国の

違いは産出国の違いだけでなく

（ 政治学的・ 地理的）リ スクの分

散のためであるこ と にも 注意す

る。

・ ここでは、石油と 天然ガスをグル

ープごと に調べさ せると 、時間の

効率化を図ること ができる。

・ ここでは、石油や天然ガスの運び

方（ 運送方法） の違いと と もに、

共通性に気づかせる。

・ 天然ガスは世界各地に分布し 、さ

まざまな国から 輸入するこ と で

安定調達できているこ と に触れ

る。

・ ここでは、石油や天然ガスを安定

的に確保するためにさ まざまな

工夫をし ているこ と を 理解し て

いるかを評価する。

エネルギー資源（ 石油・ 天然ガ

ス） の輸入量の割合（ 円グラフ）

ワークシート ①

石油の主な輸入相手国と 国別の

輸入割合（ 世界地図、円グラフ）

天然ガスの主な輸入相手国と 国

別の輸入割合（ 世界地図、円グ

ラフ）

ワークシート ②

資料「 石油を運ぶタンカー」（ 写

真、解説、図）

資料「 天然ガスを 運ぶタ ンカ ー

（ LN Gタンカー） 」（ 写真、解説、

映像など）

ワークシート ③

資料「 石油や天然ガス を 運ぶ

人々の工夫」

ワークシート ④

資料「 石油を ためる設備・ 天然

ガスをためる設備」（ LN G基地）







「 エネルギー資源の輸入に見る 工夫」 の
授業展開案（ ３ ／７ 時間扱い）

主な発問・ 指示／予想さ れる子ども の反応 主な資料 指導上の留意事項

 B プラン（ 天然ガスを 対象に調べる指導プラン）

天然ガスの主な輸入相手国や輸送方法を 調べ、安定的に輸入し 確保する ためにさ まざまな工夫をし てい

るこ と を 理解するこ と ができ る 。

１ ねら い

２  展　 開

天然ガスの輸入量の割合はどう なっていますか。

・ 天然ガスは９７ ．5 ％

・ ほとんどを外国からの輸入に頼っている。

天然ガスの主な輸入相手国はどこですか。

・ 天然ガスはオースト ラリア、マレーシア、カタ ール、ロ

シアなど。

天然ガスの主な輸入相手国を調べて、どのよう なこと に

気がつきましたか。

・ 天然ガスは世界の各国から輸入している。

・ いろいろな国から 輸入し ているのは、いろいろな国

で産出さ れているからではないか。

課題「 天然ガスは、日本までどのよう に運ばれてく るのだろう か。」

天然ガスはどのよう な船で運ばれてきますか。

・ 天然ガスはLN Gタ ンカーと いう 専用の船で運ばれ

てく る。

天然ガスは船にどのよう に積み込まれるのでしょう か。

・ 天然ガスをマイナス１６２ ℃まで冷やし て、気体を液

体にして運んでいる。

・ 液体にすると 、体積が６００ 分の１になるので、一度に

たく さ ん運ぶこと ができる。

・ タンカー一隻で、普通の家が１年間で使う 量、約２０

万軒分を運ぶこと ができる。

輸送の仕方にどのよう な工夫があるのでしょう か。

・ 安全に運ぶため気象情報などを収集して、２４ 時間体

制で働いている。

・ 天然ガスが日本で不足し ないよう に、複数の船で計

画的に運んでいる。

こ れまで調べたこ と を も と に、天然ガスの輸入につい

て、どのよう な工夫をしているかをまと めましょう 。

（ まと めの例）

天然ガスはほと んどを外国からの輸入に頼っている。日

本で不足し ないよう 、安定して確保するために、さ まざ

まな国から 複数の専用の船で、安全に、計画的に、一度

に大量に輸送している。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

・ ワークシート は指導時間を考慮し

て適宜活用する。

・ 天然ガスなどエネルギー資源の

国内自給率はわずか９ ．５ ％（ ２０

１７ 年）であること を知らせる。

・ 天然ガスの輸入相手国は世界に

散らばっていること に目を向け、

その利点を考えさ せてもよい。

・ 普通の船ではなく 、専用の船であ

ること を押さ える。

・ 冷やして液体にすること で、一度

に大量の天然ガスが運べるこ と

を押さ える。

・ ここ では、日本のLN G 基地で温

めること で、元の体積に戻してい

ること に触れる。

・ ここ では安全性と 計画性に目を

向け、国内で不足しないよう に安

定的に確保し ているこ と に気づ

かせる。

・ 天然ガスは世界各地に分布し 、さ

まざまな国から 輸入するこ と で

安定調達できているこ と に触れ

る。

・ ここでは、天然ガスを安定的に確

保するためにさ まざまな工夫を

していること を理解しているかを

評価する。

エネルギー資源（ 天然ガス） の輸

入量の割合（ 円グラフ）

ワークシート ①

天然ガスの主な輸入相手国と 国

別の輸入割合（ 世界地図、円グ

ラフ）

ワークシート ②

ワークシート ③

資料「 天然ガスを 運ぶタ ンカ ー

（ LN Gタンカー） 」（ 写真、解説、

映像など）

ワークシート ④

資料「 天然ガスを運ぶ人々の工

夫」

資料「 ある 日のＬ ＮＧ タ ンカ ー

（ 日本の船）の位置」（ 世界地図）
















